
 ７月 1９日、２０日「なかやま夏まつり」が梅雨空の中、開催されました。 

町内 6 か所に展示された「造り物」は、力作ぞろいで訪れた人々を魅了していました。

「中山音頭サンバ踊り」は、14 連・総勢４６３人の踊り子が元気いっぱい町内を練り歩き

梅雨空を吹き飛ばす勢いで盛り上げていました。サンバ踊りの優秀賞は、中山中白鷹ブロ

ック連、中山小学校子ども連、努力賞は、双海中山商工会連、文化協会連が受賞しました。 

なかやま夏まつり  梅雨空を吹き飛ばし賑わう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山地区公民館 
伊予市中山町出渕２-138-1 

T E L  967-1111 

F A X  967-1101 

中山町（６月末現在） 

人 口  ２,897 人（-10） 

男性 1,377 人（-5） 

女性 1,520 人（-5） 

世帯数 1,328 戸（+１） 

 

優秀賞 中山中白鷹連 

 

 

優秀賞 中山小子ども連 

 

努力賞 双海中山商工会連 努力賞 文化協会連 

市長賞 豊岡 1区 議長賞 さげもん倶楽部 観光協会長賞 泉精米所 

 



 
 
 
 
 

寿永 3 年(1184 年)の頃、当時朝日将軍とも言われ勇猛果敢な木曽義仲だった

が、源氏の一族である頼朝の弟の範頼や義経に追われ、近江の国の栗津ヶ原で戦い

に負けて討ち死にした。山吹御前は、当時伊予の国が義仲の領国であったことから、

京都をのがれ出て難波より舟に乗り伊予の国へ来たが、すでにまわりはことごとく

頼朝方となっており、言いよることかなわず、ひそかに現在の双海町上灘の海岸へ

上陸したが、山吹御前は海上の長旅ゆえに疲れ重なり病に倒れ、はかなく死亡した。   

家来たちは、その亡骸を人知れぬ所へ隠し収めんと笹竹に乗せ、山坂を曳き上がっ

たところを曳き坂（翠小学校の北川向から上り口）、登り切った所（高見）を一夜

の宿となった築楯（ついたて）といい、ここを通過し、佐礼谷日浦地区の「衣替え

の地」で死に装束に着替えて、やっと、山吹地区に辿りつき葬られたといわれてい

る。その後、現在も地元の人達によって手厚く祀られている。（中山史談会） 

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水 わんぱく塾移動体験学習（新居浜）

8 木

9 金

10 土

11 日 山の日

12 月 振替休日

13 火

14 水

15 木 永木盆踊り大会

16 金 なかやま盆踊り大会

17 土

18 日 野中盆踊り大会

19 月

20 火

21 水 佐礼谷納涼の夕べ／永木山四国巡拝

22 木

23 金

24 土

25 日 永木支館スポーツ大会

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

8月の行事予定
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（義仲討ち死から山吹御前故郷へ） 


